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本研修の目的

データ分析の現場で即戦力となる人材の育成

基礎スキル:

● Pythonスキルの習得: データ分析に必須となるPythonの主要ライブラリを自在に使いこなす力

● 実践的プロセスの学習: 現場のデータに基づいた課題を通じ、データ抽出から分析までの一連の工程

● 応用力の育成: 学んだ知識を実務で応用するための土台を固めます

パート1の目的:

様々な形式のデータをPandas DataFrameに読み込み（抽出）、また書き出す（格納）ため

の基本的なスキルを習得します。
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ETLの概念

抽出 (Extraction):

● 基幹システム
● データベース
● 外部ファイルなど

様々なデータソースから
必要なデータを抜き出す
工程

変換 (Transformation):

● 抽出したデータを
分析しやすい形式
に整える工程です
。

● データクレンジン
グ、結合、新しい
特徴量の作成など

格納 (Loading):

● 変換したデータを、
分析用のデータベー
ス（DWH）やデータ
マートに保存する工
程です。



準備: ライブラリのダイレクトリーの確認

本パートで取り扱うデータは data デ
ィレクトリに格納されています。簡単

に参照できるよう、ワーキングディレ

クトリを変更します。

ワーキングディレクトリの変更

本パートで使用するライブラリ:

● Pandas
● Sqlite3
● Sqlalchemy

ライブラリの読み込み



本パートで取り扱うデータ

➢ car_braking.csv
➢ json1/20180328_A_0.json
➢ user_topic_follow_dummy_shiftjis.csv
➢ excel1/ClientSampleList.xlsx
➢ csv2/kc_house_data.csv
➢ bankdata.db (sqlite)
➢ bankdata (postgresql)
➢ newproducts.csv
➢ customers.csv

./data に保存されています
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データのインポート（抽出）

データインポート機能

Pandasは、多種多様なデータソー
スからデータを直接読み込むための

強力な機能を提供しています。

ここでは、主要な4つの形式からの
データ読み込みを学びます。

データ形式

CSV/DSV (.csv)

Excel  (.xls/.xlsx)

JSON (.json)

SQL (.db/拡張子なし )



CSVファイルからのインポート (`read_csv`)

pandas.read_csv()

最も一般的に利用されるread_csv()関数の基本的な使い方と頻出
する重要な引数について学びます。

csvファイルは区切り子（普段カンマと改行）で区切られたスプレッ
ドシート形式データ

CSV/DSV (.csv)



使用例

CSVファイルからのインポート (`read_csv`)



● 日本語を含むCSVファイル（特にWindowsで作成
）を読む際に UnicodeDecodeErrorが発生す
ることがあります。これは文字コードの不一致が

原因です。

● encoding引数で正しい文字コード（例: shift-jis
）を指定することで解決できます。

CSVファイルからのインポート (`read_csv`)

encoding 引数 文字コードエラーへの対処



CSVファイルからのインポート (read_csv)

dtype 引数 データ型の指定

● read_csvは自動でデータ型を推測しますが、意
図しない型になることがあります。

（例: ID「00123」が数値の「123」になってしまう）

● dtype引数で列ごとにデータ型を明示的に指定す
ることで、これを防げます。IDやコード類は文字
列(str)として読み込むのが安全です。



Excel  (.xls/.xlsx)

Excelファイルからのインポート (read_excel)

pandas.read_excel()

Excelファイルを読み込むにはread_excel()関数を使います。Excel
ファイルには複数のシートが存在する可能性があるため、

sheet_name引数で読み込むシートを指定するのが一般的です。パ
ーサーエンジンが必要なため、openpyxlやxlrdのパケージがイン
ストールされている前提で使用します。



使用例

Excelファイルからのインポート (read_excel)



JSONファイルからのインポート (read_json)

pandas.read_json()

Web APIなどでよく使われるJSON形式もread_json()で簡単に読み
込めます。

JSONはcsv、excelファイルと違い、｛キー：値｝ペアでデータを保
存するため、読み込み方はorient引数で大きく変わります。

JSON (.json)



JSONファイルからのインポート (read_json)

使用例



SQLデータベース (`read_sql_query()`,`read_sql_table()`)

pandas.read_sql_query(), pandas.read_sql_table()

情報業で最も使用されているデータ管理システムはリレーショナル

データベース（RDB）。そして、RDBの管理に最も使われいてる言語
はSQL

ファイル式データ（json, csv, xlsx）などに比べて、組織レベ
ルでデータを扱う際に様々な利点があります。

SQL (.db/拡張子なし )

スケーラビリティの確保

・クエリを使って、アプ
リを頼らずに大量のデー
タを様々なテーブルから
一括で取得できます。

・膨大なデータセットを
扱う際にファイル式より
遥かに優れたパフォーマ
ンス

厳密な「スキーマ」の利用

・データ型の精度と整合性
を保証できます

マルチーユーザ適応

・トランザクションロック
など様々な機能により同時
アクセスを安全に実現して
います

セキュリティー組み込み

・ユーザー認証、暗号化

・ロールベースアクセス
制御

互換性

半世紀以上前から使用さ
れているため、様々なシ
ステムとアプリに使用さ
れ、互換性が非常に高い



SQLデータベース (`read_sql_query()`,`read_sql_table()`)

業務時のデータ処理上の注意事項

インポート

・アクセス許可の確認:

利用するデータ（ファイ
ル、データベース）への
アクセスが、業務上正式
に許可されていることを
確認する。

エクスポート

・書き込み先の容量確認:

出力先に、ファイルを保存
するための十分な空き容量
があるか確認する。

・書き込み権限の確認:

指定した場所へのデータ書
き込みが許可されているか
を確認する。

データベースアクセス

・事前確認の徹底:

管理者（DBA）やチーム
リーダーへ事前に相談・
確認し、操作の許可を得
る。

・影響範囲の把握:

既存データへの影響を正
確に把握し、意図しない
データ破壊が起きないよ
う慎重に操作する。



SQLデータベース (`read_sql_query()`,`read_sql_table()`)

● 現場では、SQLデータベースからのデータの抽出が頻繫に行われます
。

● SQLデータベースのpythonからの接続などはデータベース管理システ
ム（以降DBMS）によって異なりますが、こちらの例ではSQLiteのデ
ータベースに接続し、`read_sql_query()`を使ってデータをテーブル
から取得します。

● この例では、それぞれの方法を使用してBankData.dbのsqlite3デー
タベースからLoanProductsのテーブルからデータを取得します。

使用例



SQLデータベース (`read_sql_query()`,`read_sql_table()`)

● sqlite3のPythonバックエンドでは、read_sql_table()は実装さ
れていませんが、sqlalchemyのモジュールを使用しますと、
create_engine()の関数を使って直接テーブル名を指定できます。
さらに、index_colとcolumns引数にリストを渡しますと、索引コ
ラムと取得するコラムを指定できます。

sqlalchemy



SQLデータベース (`read_sql_query()`,`read_sql_table()`)

● sqlalchemyのモジュールの方をSQLデータベースへ接続する際に使
用しますと、柔軟に様々なDBMSに接続できます。例えば、近年日本
のIT業で頻繫に使われるようになったPostgreSQLデータベースに接続
する際も`sqlalchemy`も使用できます。

● 下記の例では、BankDataというPostgreSQLデータベースから同じテ
ーブルのデータを取得します。PythonのPostgreSQLバックエンド、
psycopgもcreate_engineのURLに加える必要があります。

PostgreSQL
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インポートしたデータの基本確認

インポートしたデータの基本確
認

データを読み込んだら、まずそのデ

ータがどのようなものかを確認する

基本のメソッドについて紹介します

。

メソッド、属性

.info(), .describe()

.shape, .columns

.head(), .tail()

.index()



先頭・末尾の表示 (.head(),.tail())

パートの最初から.head()
を使ってデータの先頭を表

示していますが、末尾の方

はいかがでしょうか。

.tail(n)のメソッドを使
用すると、下からn行を表示
できます。



次元、特徴名（.shape, .columns）

・.shape: DataFrameの形
状（行数, 列数）をタプルで
返します。

・ .columns: 列名の一覧を
取得します。または、リス
トなどを格納することによ
って列名を設定する



データの情報（.info(), .describe()）

● .info(): 最も重要なメソッドの一つ。各列の非nullデータ数、デ
ータ型（Dtype）、メモリ使用量などを一覧表示します。欠損値の
有無やデータ型が適切かを確認するのに非常に役立ちます。

● .describe(): 基本統計量のcount, mean, standard 
deviation, minimum, 25%, 50%, 75% quartiles, 
maximumを表示します。
日本語に直しますと順にデータ個数、平均、標準偏差、最小値、
第一四分位数、第二四分位数、第三四分位数、最大値と並んでい
ます。



データの情報（.index）

・.index: データフレー
ムのインデックスを返す属
性。

・リスト、イテラブル型を
格納することでインデック
スを変更できます。
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データのインポート（抽出）

データのエクスポート（格納）

PandasのDataFrameは、`to_`で始
まるメソッドを使って簡単に各種フ

ァイル形式へ書き出すことができま

す。

メソッド

to_csv()

to_excel()

to_json()

to_sql()



CSVファイルへのエクスポート (to_csv)
基本構文



使用例

CSVファイルへのエクスポート (to_csv)

CSVへ書き出す際、`index=False`を
指定しないと、DataFrameのイン
デックス（0, 1, 2...）が列として保存
されてしまいます。インデックスが

行番号 (0, 1, 2, ...)を表している際は
`index=False`を指定するのが良いで
しょう。



基本構文

Excelへのエクスポート (to_excel)



Excelへのエクスポート (to_excel)
使用例



基本構文

JSONファイルへのエクスポート (to_json)

APIでデータのやり取りをするためによく使われるjsonフォー
マットでデータを格納する際に使用します。

jsonフォーマットのデータを要求するアプリとモジュールは
多数のため、非常に便利なメソッドです。ウェッブページやダ
ッシュボードでデータを表示する際にもよく使われます。



JSONファイルへのエクスポート (to_json)

使用例

こちらの例では、orient=recordを指
定したため、各行が辞書オブジェクトと
して保存されています。



基本構文

データベースへのエクスポート (to_sql)



SQLを安全に使いましょう

データベースへのエクスポート (to_sql)

トランザクション管理でデー
タの整合性を保つ
・to_sqlが途中で失敗すると、
データが中途半端な状態で書き
込まれる危険性があります。

・with engine.begin() as 
conn:構文は、処理全体を一つ
の塊として扱い、エラー発生時
には自動で処理前の状態に戻し
ます（ロールバック）。

技術的な安全対策で、ヒ
ューマンエラーを防ぐ

認証情報を安全に管理する
【危険な例】コード内に直接パスワードを書く（ハードコーディング）
create_engine('postgresql://user:my_secret_password@host/db')

→ Gitなどでコードが公開されると、パスワードが流出してしまいます。

【推奨される方法】

.envファイルなどの外部設定ファイルに認証情報を記述し、.gitignoreでリポジトリ
から除外する。

本番環境での操作は慎重に

● テスト環境で検証: まずは開発用やテス
ト用のデータベースで、コードが意図
通りに動作することを十分に確認する
。

● 許可なく変更しない: 本番（Live）デー
タベースへの変更は、必ず事前に許可
を得る。



データベースへのエクスポート (to_sql)

今回の使用例では、1.4で読み込
んだPostgreSQLデータベース
loanproductsテーブルにデータ
を追加します。

まずは、インポート時と同じエ
ンジンを使用して、コラムのデ
ータ型を確認します。

使用例



データベースへのエクスポート (to_sql)

同じように、テーブルに追加す
る予定のデータ
newproducts.csvのデータ型
を確認します。

使用例



データベースへのエクスポート (to_sql)

新しいデータをデータベーステーブルの
データ型に合わせます。下記のコードで
は、df_new_productsのコラムのデー
タ型を一括でdf_loan_existingのデ
ータ型に変換します。場合によっては不
要なステップですが、事前に合わせるこ
とでエラーを防げます。
実際にdf_new_productsの
start_dateとend_dateのデータ型が
df_loan_existingと一致しないため
、データ型変換を行った方が無難です。

使用例



データベースへのエクスポート (to_sql)

最後に、追加するデータ
がデータベースのインデ
ックス（プライベートキ
ー）に違反しないよう、
追加するテーブルのイン
デックスを既存のテーブ
ルインデックスに合わせ
ます。

使用例



データベースへのエクスポート (to_sql)

Loanproductsをデータベ
ースから再読み込み、デー
タが追加されたことを確認
します。

出力された.tail()の図表
はデータが31から40のイン
デックスに追加されたこと
を表しています。

使用例



データベースに格納

総合ハンズオン: Extraction & Loading
CSVからデータを抽出

あなたは銀行のデータエンジニアです。支店別で保管されていた顧客データを統合する企画が進み
、A支店のCSVデータ(customers.csv)を既存のデータベースに移行することになりました。
このまま移行してはデータベースのスキーマに違反するため、調整が必要となっています。予備分
析に必要な主要な列だけを抽出し、今後の分析のためにチームで共有しているPostgreSQLデータベ
ース(BankData)に新しいテーブルとして格納するよう指示されました。

シナリオ

1.  A支店_customers.csvをDataFrameに読み込みます。
2. 読み込んだDataFrameから、分析に必要となる以下の列のみを抽出した新しいDataFrame 
df_extractを作成してください。

-論理名: 顧客識別番号、名前、生年月日、性別、住所、電話番号、メールアドレス、職業、会社
名、勤続年数、年収（万円）、申請目的

-物理名: customer_id, name, date_of_birth, gender, address, phone_number, 
email, occupation, company_name, years_of_service, annual_income, 
objective
3. PostgreSQLの`BankData`データベースに`customers`と言うテーブルとして書き込んでください
。その際、以下の条件を守ってください。

-もし同名のテーブルが既に存在していたら、新しい内容で上書きする (if_exists='append')
- DataFrameのインデックスはデータベースに含めない (index=False)。

タスク
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